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・2/15夕食よりディスポ食器での食事提供から通常体制へ戻る予定です。
＜患者様連絡事項＞
・江刺家　惠子様～10:00療養環境変更の為、東病棟合併症室へ転出となっています。
・本田　未来様～本日外泊より帰院予定です。
・豊川　健二様～退院日2/15(水)14:00、初外来2/28(火)10:00で予約済み、退院指示・退院時処方14日分処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・黒澤 まゆみ様～今朝4時覚醒し怖い夢を見た事から頓服薬を希望しています。日中も同様の訴えに伴う身体の重い感覚を訴え頓服薬使用しています。表情の冴えなさもありますが、不安感や希死的言動はありません。引き続き精神状態の観察をしていきましょう。
・川井 金市郎様～拒食、拒薬、プログラムの実施拒否続いています。易怒性はなく対話時は落ち着いています。主治医より長女様へ電話をかけ退院について何か話題があったか確認するよう指示があります。本人から退院の希望をする電話が何度かあっても長女様からは特に話していないとの事です。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・鈴木　知子様～診察中妄想言動なく落ち着いて会話できている。北病棟転棟を検討していることを説明後やや落ち着かない様子となり、退院希望を訴える。田名部Dｒ指示にて2/15より眠前レボトミン50㎎から25㎎へ減量。任意入院は北病棟転棟への抵抗が減り、落ち着いて転棟できる状況になり次第切り替えるとのこと。
・橋本　喜久子様～診察中質問に対し返答できており、不調訴えなく落ち着いている。
処方変更なし。
・沢田　秋子様～診察中時折脈絡のない受け答えをするが、口調穏やかで落ち着いた様子。
処方変更なし。
・成田　賀枝様～診察にて会話中口調穏やかで易怒的言動なし。処方変更なし。
・泉川　ケイ子様～拒食・拒薬続いていることを情報提供。診察中「食事食べると身体が臭くなるから食べない」と発言し、拒薬するのはスタッフの対応が悪いからと不満訴える。主治医より食事・内服薬をしっかり摂らないと身体に悪影響があると説明あり、診察直後拒薬していた朝食後の内服薬を飲む。
処方変更なし。
・河村　哲久様～。診察中他者が自分の訴えを聞かないことに対する不満を漏らすことがあり、会話中口調が荒くなるが数分後落ち着いた口調へ戻る。処方変更なし。
・成田　富士子様～血糖値上下続いていること、他患トラブルないが他者の言動を気にする様子があったことを情報提供。診察中時折脈絡のない話を始め、他者への不満を訴えるが落ち着いた口調で会話できている。処方変更なし。
・小泉　裕子様～リスパダール減量後、妄想言動は続いているが他患トラブルなく落ち着いていることを情報提供。診察中妄想言動あり、脈絡のない返答を繰り返す。臨時薬ブロナンセリン錠8mg 飲切終了とし、2/15よりフルメジン糖衣錠１㎎ 2錠 （1日2回朝夕食後） 追加処方。その他の処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞

・大久保　惠様～顔面や鼻の発赤や掻痒感訴えあり。前回診察時より症状の悪化無く経過。クレマスチン(1) 2×1/7日分が継続処方となる。
・佐々木　章洋様～診察中、四肢の掻痒感が強くなっていると訴えあり。躯幹・四肢に蕁麻疹著明に見られる。アタラックスＰカプセル（25) 2T×朝夕食後7日分は継続処方。他、クレマスチン(1) 2Ｔ×朝夕食後7日分が明日より追加。
・續石　啓介様～口角に発赤とびらん著明。デルモゾール軟膏+アズノール軟膏を重ねて塗るよう指示あり。頭部と陰嚢部については特変無く、同前処置の指示。また、肛門～臀部にかけ痒みと発赤見られる為エキザルベ軟膏を塗布するようにと。フロジン液1本、エキザルベ軟膏2本処方いただく。
